
このたびは弊社製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。
この製品を正しく使用していただくため、使用する前に本取扱説明書をお読みください。

必ずお読みください

〒340-0022　埼玉県草加市瀬崎5-24-11

電話・ファックスでのお問い合わせ
TEL:048-921-1211  FAX:048-921-1311

メールでのお問い合わせ
info@toeilight.co.jp

■ 本製品に関するご質問・お問い合わせ先 ■

取扱説明書

警告表示について

・本製品を使用するにあたっての注意事項になります。重要な内容となりますので
　下記の説明を読んで使用してください。

※使用する方がいつでも見られるように必ず保管してください。

※本製品の保証期間はご購入日より一年間です。万一、正しく使用し保証期間内に異常・破損が
　見つかった場合は無償で修理・交換致します。

■無断で改造を行った場合　　　　　　　　　■火災・水害など天災による場合
■使用者の故意・過失による場合　　　　　　■指定された場所以外での使用
■国内以外での使用

※取扱説明書に準じない不適切な取扱いをした場合や下記の事項に該当する場合は、保証期間内で
  あっても保証出来ない場合がございます。

※管理者の方は使用する方へ本取扱説明書の注意事項をご指導してください。

- 組立が必要な製品について -

梱包を開けたらすぐに製品に異常がないか、不足品がないかの確認を行ってください。製品には
万全を期していますが、万一部品不足等がありましたら弊社お問い合わせ先までご連絡ください。

■製品の返品・交換については、製品到着後（二週間以内）までにご購入の販売店までご連絡ください。
　製品を使用していたり、組立を行っている場合は返品をお受けできない場合がございます。

返品・交換について

■別注・廃番品などは使用・未使用に関わらず返品をお受けすることは出来ません。

■初期不良品につきましては送料当社負担にて対応します。

■ご連絡がない返品につきましてはお受け出来ない場合がございます。

中心線

保管上の注意

禁 止

指 示

警告使用方法を守らなかった場合、死亡・重傷など重大な事故につながることが
あります。

■異常を感じたらただちに使用を中止し、修理・交換等の適切な処置を行ってください。

■車軸、レバー等に定期的に市販の潤滑油を注油してください。

■本体内部に異物(石/粉のかたまり等)が入ったまま使用しますと、故障の原因となります。

ライン引き

■指導者のもとで使用してください。

■本来の目的以外の使用はしないでください。

■大きい段差のある場所で勢いよく段差を通過しないでください。
　製品破損の原因となります。

■使用後はよく粉を落とし、内部に粉が残らないように保管してください。
　(内部に粉を残したままにすると、内部の拡はん機を傷め故障の原因となります)

■本製品を定期的に点検してください。その際に異常が確認された場合はただちに使用
  を中止し、修理・交換等の処置を行ってください。

■本製品に乗ったり遊んだりしないでください。

■本製品は消石灰/炭酸カルシウム兼用タイプです。それ以外の粉は使用しないでください。

■粉が雨や水分を含んでしまうと、固まってしまう恐れがありますので、その時は粉を
  取り除き乾かしてから使用してください。  

■直射日光の当たらない湿気の少ない場所で保管してください。

■使用後は汚れをふき取り保管してください。

■火気のそばに置かないでください。

■無断で使用されないように管理者の方は、器具庫に収納するなど管理を徹底してください。

■重ねたり、物を載せて保管しないでください。

①

②

③

①本体部に②取っ手部を差し込み、
③ボルトを使い固定する。

[組立方法]

右下拡大図参照の上、プラスド
ライバーで固定してください。

[ライン幅の調節方法]

ATYPE

7.6cm

5cm

STOP

G-2065:ライン幅5cm
G-2066:ライン幅7.62cm
G-2067:ライン幅5cm 7.62cm
G-2068:ライン幅5cm 10cm

レバーを下げて粉出しをストップ
レバーを上げて粉を出します。
G-2067、G-2068はレバーを引きた
いライン幅に合わせて本体を操作
してください。

■本製品の上に物などを載せないでください。

①本体部

溶接ナット

隙間は空きますが異常
ではございません。

③ボルト

②取っ手部

拡大図

締めすぎると②取っ手部が変形し破損の原因となります。
③ボルトが②取っ手部に当たった所で締めるのをやめてください。

■ボルトの締めすぎにご注意ください■

1611S05

注意使用方法を守らなかった場合、けがや製品の物損につながることがあります。

禁 止

指 示
■異常を感じたらただちに使用を中止し、修理・交換等の適切な処置を行ってください。

■車軸、レバー等に定期的に市販の潤滑油を注油してください。

■本体内部に異物(石/粉のかたまり等)が入ったまま使用しますと、故障の原因となります。


